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 大阪市立大学学術情報総合センター開設から
もう少しで 20 年になります。その数年前から
今のインターネットを始めた私にとっては、こ
の 20年前後の ITの変化はまさに秒進分歩の感
があります。この小文では、20年前あたりから
現在のクラウドとかソーシャルメディアの時代
を俯瞰しながら、今とこれからを書いてみたい
と思います。 
 まずはネットワークですが、1990年ではまだ
インターネットの組織間接続でさえ電話網が使
われていました。電子メールも UUCP という
30 分とか一時間毎に電話をかけてデータ転送
するというのどかなネットワークでした。1989
年のメールから保存していますが当時は月に
100 通ぐらいですね。大阪市大時代 17 年間(特
任教授を含む)のメールは 50 万通(エラーメー
ルやスパムメールは除く)あったので一日 80 通
ですからのんびりした時代でした。メールが来
ると嬉しかった記憶があります。今は「自分の
ネットワークを持ち歩く」時代になっています。
何処でも何時でもメールが届いて処理できます。
携帯電話やスマートフォンがそれですが、ポケ
ット WiFi/WiMax のような機器はまさにネッ
トワークを持ち歩くと言えます。私が学生の時
なので 40 年前に、電話は場所に固定されたも
のではなく人に固定される、今の言葉だと個人
に紐つけられる時代が来るだろうと予測された
先生がおられたと聞いたことがあるが、それは
すでに携帯電話として実現されて、更にネット
ワークを持ち歩ける時代になっています。 
 近い将来ではなく既に部分的にはなっていま
すが、ネットワークは人と人をつなぐだけでな
く、人と物、また物と物をつなぐ時代になって
います。人や物の位置を含めた状態をセンサー
ネットとして観測、蓄積、処理して最後は最適
制御や協調制御しようというものです。詳しく
は電子情報通信学会誌に解説論文しています
[1]。そこでは紙数の関係でプライバシー問題等
の負の部分はあまり記述できませんでしたが、
インターネットが引き起こしたセキュリティや
プライバシー侵害等の問題は、センサーネット
の時代では更に広範囲になるので、今からでも
慎重に技術的に、法律的に倫理的に考えていか
ないといけない問題だと思っています。研究者
としては引き続きプライバシー制御技術に着目
したいと思っています。 
 コンピュータもこの 20 年で大きく変わりま
した。学術情報総合センター開設時にはメイン
フレーム(大型汎用計算機)と言われる大きな科
学技術計算用のコンピュータが広い部屋にあり
ましたが、その時点では私の周囲ではワークス
テーションと言われるサーバコンピュータをグ
ループ単位で使い始めており、いずれそれらに
変わるだろうと予測していました。そのメイン
フレームやサーバの能力を超える PCが安価に
個人的に持てる時代に今はなっています。大き
な部屋から机の上のデスクトップに、更には手
のひらに乗るパームトップを経て、スマートフ
ォンとクラウド環境で何でも出来る時代になり
ました。その流れと平行して使いやすいソフト
ウェアが出てきました。ソフトウェアが扱える
程度の習熟度は必要ですが、そのレベルさえク
リアすればPC かスマートフォンに係らず便利
に仕事が出来ます。クラウド型の計算やデータ
処理を使えば更に、何処でも何時でもネットさ
えあれば机の上や移動中にでも所望の仕事が出
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来るようになりました。クラウド環境は便利で
すが、情報漏洩や情報消去の問題もあって便利
さとのトレードオフを考えないといけなくなっ
ています。昨年のファーストサーバ社のデータ
消失事件では私も被害者になりましたが、喉元
すぎればではないが怖さを忘れてバックアップ
を忘れそうになるので油断大敵です。 
 ITは 20年前には華やかに先端技術としても
てはやされましたが、今は当たり前の基盤技術
になっています。とはいうものの可視光通信の
ような先端技術もあるので、私は「広がる IT、
尖る IT」と称して話しています。広がる IT と
は、仕事や生活に浸透したのは当然ですが、い
ろいろな業種や業態に基盤となり、それぞれの
ドメインである種の革命を起こしていると言え
ます。電子書籍は当然ですが、農業でも植物工
場という考え方が出てきているし、Green ITと
呼ばれものもGreen of ITとGreen by ITに分
かれ前者は電力削減であり、後者は IT による
二酸化炭素削減等をさすというように環境問題
にも変化を起こしています。そのように考える
と IT はいろいろなドメインでの基盤として入
り込み、その技術がそのドメインに緩やかな、
また場合によっては急激な変革を起こしている
のが今と思っています。 
 次の時代は明らかにセンサーネット＋インタ
ーネットになるので、人や物や自然の状態が技
術的に分かったときにどのような規則を作り、
人類としてのどのような規範を作るかになるで
しょう。規則の関しては法曹界の方と、規範に
ついては哲学も含めて世界のあらゆる地域の過
去の歴史と文化を考えるような広範な学問分野
が必要かと思っています。知識情報基盤分野で
やり始めた時空間データベースに知識が加わる
のが一つの方向かなと以前から思い始めていま
す。 
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